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表 1  日本のODA予算と JICA の技術協力実績（DACベース）



189 国際協力でのメディエーション

図 1　第三国研修実績の推移
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図 2  本邦を中心とする研修の種類

途上国の将来を担う青年層を対象とし、日本の
技術経験を理解する基礎的な研修案件
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提案による案件
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上国側に実施を提案し、複数人を受け入れ
実施する研修提案

課題別研修のうち、1年以上の受入を行い、
主に修士・博士などの学位を取得するタイプ

JICAの実施する技術協力プロジェクトの
関係者に対する研修

相手国からの個別の実施要請により行う研修
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表 2　課題別研修の 4 つの標準類型（実施基準）
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表 3　分野別研修案件数（2008 年）
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表 4　インドネシア選挙委員会能力強化研修日程
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図 3  法改正前の立法府体制

法改正後の立法府構成 

国民議会
（DPR）550名

国民協議会
（MPR）

地方代表、
地方団体代表

国民協議会（MPR）

DPRとDPDの二院制に 

各州から4名選出（4名×33州）
国会

（DPR）550名
国民協議会

（DPD）132名
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表 5　2006 年の DPDプログラム
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表 6　2010 年の DPDプログラム



204

表 7　DPD事務局職員研修案（ 3～ 5名程度）



205 国際協力でのメディエーション

表 8　DPD RI 事務局研修（新案）
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図 4　研修と地域研究の関係

知識・知見・情報の集積
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